
こ
れ
ら
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ま
え
、
全
国
の
道
の
駅
か

ら
、
『
全
国
モ
デ
ル
「
道
の

駅
」
』
全
６
箇
所
が
、
ま
た
地

方
整
備
局
等
を
通
じ
て
全
国
１

１
０
の
企
画
提
案
か
ら
『
重
点

「
道
の
駅
」
』
全
35
箇
所
、

『
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
』
全

49
箇
所
が
決
定
さ
れ
た
。
（
図

３
）こ

こ
で
は
、
『
全
国
モ
デ
ル

「
道
の
駅
」
』
と
し
て
選
定
さ

れ
た
全
６
駅
の
特
長
に
つ
い
て

記
す
。

《
２
面
に
続
く
》

駅
」
と
同
様
に
、
関
係
機
関
か

ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会
に
よ

り
、
企
画
検
討
等
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
『
全
国
モ
デ
ル
「
道

の
駅
」
』
と
『
重
点
「
道
の

駅
」
』
の
選
定
に
際
し
て
は
、

取
り
組
み
の
内
容
、
手
法
等
が

特
に
先
導
的
、
先
進
的
で
あ
る

か
、
地
域
活
性
化
の
効
果
が
見

込
め
る
か
、
十
分
な
実
現
性
が

あ
る
か
を
踏
ま
え
て
評
価
を
行

い
、
「
道
の
駅
」
有
識
者
懇
談

会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
決

定
し
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
有
識
者
懇
談
会

に
お
い
て
は
、
重
点
「
道
の

駅
」
の
選
定
に
加
え
て
、
多
様

な
発
展
が
見
ら
れ
る
「
道
の

駅
」
の
取
組
を
広
く
共
有
し
、

「
道
の
駅
」
の
さ
ら
な
る
活
用

を
図
る
た
め
の
取
組
の
実
施
、

「
道
の
駅
」
を
巡
る
課
題
や
今

後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
専

門
的
見
地
か
ら
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
（
図
２
）

【
３
．
選
定
結
果
】

に
は
、
今
後
設
置
予
定
の
も
の

も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
で
は
な
く
、
提
案
さ
れ

た
取
組
実
施
内
容
に
つ
い
て
、

実
現
可
能
性
も
含
め
て
評
価
し

た
も
の
で
あ
る
。

選
定
さ
れ
た
『
重
点
「
道
の

駅
」
』
に
つ
い
て
は
、
施
設
整

備
等
を
含
め
、
提
案
さ
れ
た
取

組
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
道

の
駅
単
位
を
基
本
と
し
た
関
係

機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
重
点
支
援
を
連
携
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）
重
点
「
道
の
駅
」
候
補

（
１
）
『
全
国
モ
デ
ル
「
道

の
駅
」
』
と
（
２
）
『
重
点

「
道
の
駅
」
』
に
加
え
て
、
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
企
画

の
具
体
化
に
向
け
、
地
域
で
の

意
欲
的
な
取
組
が
期
待
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
『
重
点

「
道
の
駅
」
候
補
』
と
し
て
地

方
整
備
局
長
等
が
選
定
す
る
こ

と
と
し
、
取
組
効
果
の
高
い
企

画
と
な
る
よ
う
、
重
点
「
道
の

『
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅｣



は
、
既
に
高
い
実
績
を
上
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
な
モ

デ
ル
と
し
て
成
果
や
そ
の
取
組

内
容
を
広
く
周
知
し
、
他
の
道

の
駅
の
参
考
と
な
る
べ
く
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
利

用
者
へ
の
広
報
や
機
能
向
上
に

つ
い
て
、
重
点
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
２
）
重
点
「
道
の
駅
」

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

８
月
28
日
に
発
表
し
た
本
制
度

の
取
組
方
針
に
基
づ
き
企
画
提

案
を
募
集
し
た
結
果
、
提
案
の

あ
っ
た
１
１
０
（
※
）
の
道
の

駅
の
中
か
ら
、
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
な
る
優
れ
た
企
画
が
あ

り
、
今
後
の
重
点
支
援
で
効
果

的
な
取
組
が
期
待
で
き
る
も
の

を
『
重
点
「
道
の
駅
」
』
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
選
定
す
る

こ
と
と
し
た
。
（
※
複
数
の
道

の
駅
が
連
携
し
た
企
画
提
案

は
、
１
つ
の
企
画
提
案
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
）

『
重
点
「
道
の
駅
」
』
の
中

企
画
の
具
体
化
に
向
け
、
地
域

の
意
欲
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ

る
『
重
点
「
道
の
駅
」
候
補
』

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

【
２
．
重
点
「
道
の
駅
」
の
選

定
】

（
１
）
全
国
モ
デ
ル
「
道
の

駅
」全

国
１
０
４
０
の
「
道
の

駅
」
の
中
か
ら
、
地
方
整
備
局

等
の
実
施
し
た
調
査
等
に
基
づ

き
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
、
特
に
優
れ
た
機
能
を
継
続

的
に
発
揮
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
を
『
全
国
モ
デ
ル

「
道
の
駅
」
』
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
選
定
す
る
こ
と
と
し

た
。そ

の
際
、
設
置
か
ら
一
定
年

数
以
上
経
過
し
、
継
続
的
な
地

域
貢
献
の
視
点
も
加
味
し
、
道

路
利
用
者
の
認
知
度
を
含
め

て
、
先
に
述
べ
た
地
域
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
や
地
域
セ
ン
タ
ー
と

し
て
発
揮
し
て
き
た
役
割
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
評
価

し
た
も
の
で
あ
る
。

を
今
後
目
指
し
て
い
く
方
向
性

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
（
図

１
）「

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
型
の
狙

い
の
一
つ
に
は
、
人
口
減
少
社

会
の
中
で
、
観
光
振
興
等
に
よ

っ
て
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

各
地
の
特
産
物
や
観
光
資
源

を
活
か
し
て
、
観
光
客
を
呼
び

込
む
こ
と
は
、
地
方
経
済
に
与

え
る
波
及
効
果
は
大
き
い
。
地

域
の
観
光
総
合
窓
口
と
し
て
、

着
地
型
観
光
の
基
地
と
し
て
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
他
、
訪
日
外
国
人
の
数

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
中
、
東

京
以
外
の
地
域
に
も
外
国
人
観

光
客
の
訪
問
を
広
げ
る
べ
く
、

免
税
店
や
外
国
人
案
内
所
等
の

機
能
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
も
、
地
方
移
住
の
窓

口
な
ど
直
接
的
な
人
口
増
加
へ

の
機
能
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
地
域
セ
ン
タ
ー

型
」
の
狙
い
と
し
て
は
、
昨
年

末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
中
山

間
地
域
等
に
お
け
る
「
小
さ
な

拠
点
」
の
形
成
支
援
が
挙
げ
ら

れ
る
。

人
口
減
少
社
会
の
中
、
医
療

や
福
祉
、
買
い
物
、
燃
料
供
給

等
の
日
常
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
「
小
さ
な
拠
点
」

に
集
約
し
、
維
持
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
道

の
駅
」
が
そ
の
核
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

次
に
、
本
制
度
に
お
け
る
重

点
「
道
の
駅
」
の
分
類
と
し

て
、
設
置
か
ら
一
定
年
数
以
上

経
過
し
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
、
特
に
優
れ
た
機
能
を
継

続
的
に
発
揮
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
「
道
の
駅
」
で
あ
る

『
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
』

と
各
道
の
駅
か
ら
企
画
提
案
が

あ
り
、
今
後
の
重
点
支
援
に
よ

り
効
果
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ

る
『
重
点
「
道
の
駅
」
』
及
び

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
日
で

は
、
「
道
の
駅
」
自
体
が
目
的

地
と
な
り
、
ま
ち
の
特
産
物
や

観
光
資
源
を
活
か
し
て
ひ
と
を

呼
び
、
地
域
に
し
ご
と
を
生
み

出
す
核
へ
と
独
自
に
進
化
を
遂

げ
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
進
化
の
動
き
を

踏
ま
え
、｢

道
の
駅｣

を
地
方
創

生
に
資
す
る
拠
点
と
す
る
先
駆

的
な
取
組
を
モ
デ
ル
箇
所
と
し

て
選
定
し
、
関
係
機
関
が
連
携

し
、
計
画
段
階
か
ら
総
合
的
に

支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
般
、
重
点
「
道
の
駅
」

制
度
を
創
設
し
た
。

本
制
度
で
は
、
地
域
外
か
ら

活
力
を
呼
ぶ
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
」
と
地
域
の
元
気
を
創
る

「
地
域
セ
ン
タ
ー
型
」
の
２
つ

点
」
と
す
る
べ
く
、
今
般
、
重

点
「
道
の
駅
」
制
度
を
創
設
し

た
。先

駆
的
な
取
組
を
重
点
「
道

の
駅
」
と
し
て
選
定
し
、
国
民

に
広
く
周
知
し
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
道
の
駅
」
を
核
と
し
た

地
域
活
性
化
の
取
組
を
促
進
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
本
稿
に

お
い
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す

る
。

【
１
．
重
点
「
道
の
駅｣

制
度

の
概
要
】

元
々
、｢

道
の
駅｣

は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
立
ち
寄
る
ト
イ
レ
・

休
憩
施
設
と
し
て
生
ま
れ
、
そ

の
後
、
情
報
提
供
機
能
、
地
域

連
携
機
能
を
有
す
る
休
憩
施
設

と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
と

【
は
じ
め
に
】

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

に
「
道
の
駅
」
の
登
録
制
度
を

創
設
し
て
か
ら
20
年
以
上
が
経

過
し
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
地
域

の
創
意
工
夫
に
よ
り
、｢

道
の

駅｣

を
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

す
る
取
組
が
進
展
し
て
き
た
。

国
土
交
通
省
で
は
、
経
済
の

好
循
環
を
地
方
に
行
き
渡
ら
せ

る
成
長
戦
略
の
強
力
な
ツ
ー
ル

と
し
て
「
道
の
駅
」
を
活
用
し

て
い
く
と
と
も
に
、
地
方
創
生

を
進
め
る
た
め
の
「
小
さ
な
拠

環
境
安
全
課
技
術
企
画
官
か
ら

道
路
関
係
予
算
概
要
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
説
明
会
終
了
後
、
池
田

豊
人
環
境
安
全
課
長
と
出
席
し

た
首
長
の
間
で
、
地
方
に
お
け

る
諸
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

去
る
２
月
19
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
於

い
て
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議

と
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

全
国
協
議
会
の
共
催
に
よ
る

「
平
成
27
年
度
道
路
関
係
予
算

決
定
概
要
説
明
会
」
を
開
催
し

た
。
地
方
会
議
会
員
、
特
別
会

員
、
道
路
ユ
ー
ザ
ー

関
係
者
な
ど
約
２
３

０
名
が
参
加
し
た
。

説
明
会
の
冒
頭
、

竹
内
俊
夫
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
全

国
協
議
会
会
長
（
東

京
都
青
梅
市
長
）
が

挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
国
土
交

通
省
道
路
局
の
黒
田

憲
司
次
長
、
橋
本
雅

道
企
画
課
道
路
事
業

調
整
官
、
山
田
哲
也

図１ 重点「道の駅」に想定される機能

図２ 重点「道の駅」選定の流れ

図３ 重点｢道の駅」選定箇所(全国モデル｢道の駅｣重点｢道の駅｣)

「










.

」

帰
り
道
が
早
天
祈
祷
よ
り
悪
い

初
め
よ
り
結
果
が
悪
く
な
る
こ
と
。
（
フ

ラ
ン
ス
）

全
国
道
路
利
用
者
会
議
編
「
道
の
こ
と
わ
ざ
名
言
集
」
よ
り
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